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近年、性的マイノリティの社会的認知に伴い、当事者だけでなく、その親に関する研究も増えつつあるが、十

分な蓄積がなされているとは言い難い現状である。中でも、トランスジェンダー（以下より TG）の子を持つ親
の研究においては事例が限られている（石井 2018; 荘島 2008; 菊地ほか 2019）ことに加え、子（TG 女性／男
性）及び親の性差（母親／父親）との関連性については、未だ詳細な検討がなされていない状況である。 

TG当事者に関する先行研究では、TG男性とTG女性では、性別違和を自覚する年齢や定職率（真鍋ほか 2000）、
当事者に影響を与える他者（佐々木 2017）などに違いがあることが指摘されており、さらに、近年のTGバッシ
ングに関する議論において焦点化されているのは、特にTG女性である（藤高 2021）。これらの調査結果を踏ま
えると、TG女性とTG男性では、単に割り当てられた性別や希望する移行先の性別に違いが見られるということ
に留まらず、他者や社会とのかかわり／社会から向けられる眼差しが大きく異なることが読み取れる。以上のよ

うな社会状況においては、子どもと密接にかかわり、子どもの性を受け止める側である「親」も、子どもの性差

（TG女性／TG男性）によって異なる葛藤や課題を抱えている可能性があると考えられる。 
そこで、本調査では、「TG女性／TG男性の子を持つ母親」へと焦点を絞り、母親の主観的経験から親側の抱
える複雑な事情や文脈の理解を行うと同時に、TGの子の性差（TG女性／TG男性）による母親の経験の共通点
や相違点について明らかにすることを目的とする。（TGの子を持つ親の先行研究では、TGの子とのかかわり方
や受け容れには母親と父親で相違があることが明らかにされている。そのため、母親と父親の双方とも検討が必

要であると認識しているが、本報告では「母親」にのみ焦点を当て、「父親」の検討結果は別途行う予定である） 
調査方法は、生活史調査の手法を用いており、半構造化インタビューを採用した。調査協力者は、TG 女性／

TG男性の子を持つ母親、各5名ずつ（合計10名）である。 
本報告では、まず、TGの子と母親との関係に着目した先行研究の議論をまとめ、たとえば、TG女性とTG男
性の子を持つ母親では、そもそもコミュニティにアクセスしている（できている）人数に差異が見られている点

など、双方の相違点を中心に情報を紹介する。次に、TG女性／TG男性それぞれの子を持つ母親の主観的経験に
ついて、インタビュー調査の結果を報告する。調査結果では、たとえば、子どもの「治療」に関して、母親が抵

抗感を持つことで子どもの性のあり方自体の受け容れに影響を与えていることや、容姿に関する言及の度合いが、

TG女性とTG男性の子を持つ母親では異なる点などを母親の過去の経験とともに検討する。さらに、母親とパー
トナー（父親）との関係から、母親が家庭においていかなる役割を担い、それがTG女性／TG男性の子との関係
にどのような影響をもたらす可能性があるのか、などについて分析した結果を報告する。 
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